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 IT 食 農 だ よ り 

課
題
研
究
計
画
検
討
会
を
実
施  

 

７
月
９
日
（
土
）
午
前
、
課
題
研
究
計
画
検
討
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
10

期
生
７
名
、
IT
食
農
先
導
士
（
土
地
利
用
型
）
６

期
生
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
受
講
生
は
１
人
１
研

究
課
題
を
設
定
し
、
「
な
ぜ
そ
の
研
究
に
取
り
組
む

の
か
」
、
「
研
究
の
目
的
」
、
「
実
験
方
法
」
、

「
予
想
さ
れ
る
結
果
」
等
を
報
告
し
ま
し
た
。
報
告

の
後
に
は
、
質
疑
応
答
時
間
が
設
け
ら
れ
、
先
生

方
、
他
受
講
生
か
ら
の
質
問
に
緊
張
気
味
に
答
え
る

姿
な
ど
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
４
月
か
ら
研
究
の
準
備

を
し
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
受
講
生
、
ま
だ
計
画
段

階
の
受
講
生
と
課
題
研
究
の
進
捗
状
況
は
様
々
で
す

が
、
来
年
２
月
の
発
表
会
に
向
け
て
本
格
的
に
研
究

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
（
文
責
：
前
田
紀
子
）  

高
山
弘
太
郎 

新
セ
ン
タ
ー
長 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

ご
挨
拶 

第
３
回 

先
端
施
設
研
修
・先
端
IT

農
業
研
修 

 

計
画
検
討
会
の
後
、
引
き
続
き
午
後
に
は
研
修

が
実
施
さ
れ
、(

公
財)

㓛
農
支
援
会
の
ト
マ
ト
栽

培
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
支
援
会
の
概
要
、
就

農
支
援
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
実
際
の
栽
培
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。
各

ハ
ウ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
等
を
伺
っ
た
後
、

最
後
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

食
べ
比
べ
を
し
、
糖
度

の
違
い
に
つ
い
て
実
感

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
暑
い
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
受
講
生
か

ら
は
、
都
度
、
熱
心
な

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
文
責
：
前
田
紀
子
）  

 

２
０
２
２
年
４
月
に
セ
ン
タ
ー
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
の
社
会
貢
献

機
能
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

は
、
２
０
０
６
年
の
本
学
開
学
30
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
の
開
設
以
降
、
平
石
明

先
生
、
菊
池
洋
先
生
、
井
上
隆
信
先
生
、
そ

し
て
、
浴
俊
彦
先
生
と
い
っ
た
本
学
の
農
工

連
携
教
育
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
先
生
方
を
セ

ン
タ
ー
長
に
戴
き
、
農
業
生
産
か
ら
食
卓
ま

で
を
ス
コ
ー
プ
に
い
れ
た
先
端
的
食
農
技
術

の
社
会
実
装
を
実
践
す
る
人
材
を
養
成
す
る

た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
持
続
可
能
な
食

料
生
産
に
貢
献
す
る
次
世
代
型
先
端
農
業
技

術
の
研
究
開
発
お
よ
び
関
連
す
る
食
農
・
バ

イ
オ
・
セ
ン
サ
ー
・
計
測
・
制
御
・
情
報
・

環
境
な
ど
の
多
用
な
分
野
の
高
度
な
技
術
開

発
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
素

晴
ら
し
い
歴
史
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
さ
ら

に
、
AI
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
デ
ジ
タ
ル
な
ど
の
新

技
術
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、SD

Gs

・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
っ
た
世
界
的

な
社
会
課
題
の
解
決
に
も
寄
与
す
る
人
材
育

成
と
研
究
開
発
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
①
現
行
の
人
材
育
成
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
IT
食
農
先
導
士

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
［
最
先
端
土
地
利
用
型
IT

農
業
コ
ー
ス
］
、
東
海
地
域
の
６
次
産
業
化

推
進
人
材
育
成
、
実
践
的
キ
ク
栽
培
論
・
実

践
的
ト
マ
ト
栽
培
論
、
市
民
講
座
）
の
リ

フ
ァ
イ
ン
と
②
産
学
連
携
・
地
域
連
携
を
前

提
と
し
た
研
究
開
発
機
能
の
強
化
を
行
い
ま

す
。
①
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
、
AI
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
デ
ジ
タ
ル
な
ど

の
新
技
術
やSDGs

・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
ど
の
社
会
課
題
に
関
連
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
追
加
す
る
仕
組
み
を

整
備
し
、
過
去
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
頂

い
た
方
々
を
含
め
て
、
受
講
生
の
皆
様
に
持

続
的
に
価
値
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

②
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
セ
ン

タ
ー
専
任
の
特
任
教
員
と
本
学
の
全
て
の
学

系
（
１
系 

機
械
工
学
、
２
系 

電
気
・
電
子

情
報
工
学
、
３
系 

情
報
・
知
能
工
学
、
４
系 

応
用
化
学
・
生
命
工
学
、
５
系 

建
築
・
都
市

シ
ス
テ
ム
学
）
か
ら
参
画
頂
い
て
い
る
兼
任

教
員
で
構
成
す
る
研
究
コ
ア
（
セ
ン
サ
・
セ

ン
サ
シ
ス
テ
ム
、
バ
イ
オ
、
農
環
境
、
ス

マ
ー
ト
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
シ
テ
ィ
、
農
業
）
を

中
心
と
し
た
活
動
を
基
盤
と
し
て
、
国
・

県
・
市
な
ど
の
施
策
と
連
動
し
た
先
端
的
技

術
開
発
、
食
農
関
連
産
業
や
ア
グ
リ
テ
ッ
ク

関
連
産
業
と
の
共
同
研
究
、
東
三
河
地
域
の

食
文
化
の
発
展
に
貢
献
す
る
様
々
な
技
術
開

発
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
研
究
開
発
に
、
IT
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
成
す
る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
生

約
６
０
０
名
の
皆
様
に
も
、
研
究
協
力
者
や

評
価
者
と
い
っ
た
多
様
な
か
た
ち
で
ご
参
画

い
た
だ
く
こ
と
で
、
本
セ
ン
タ
ー
の
強
み
を

生
か
し
た
社
会
実
装
を
前
提
と
し
た
研
究
開



 

学
名
：C

a
p
sicu

m
 a

n
n
u
u
m

 L
. va

r. a
n

g
u

-
lo

su
m

 

英
名
：S

w
eet p

ep
p
er 

 

シ
シ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
ナ
ス
科
ト
ウ
ガ
ラ

シ
属
に
分
類
さ
れ
る
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
変

種
、
ま
た
は
栽
培
種
の
中
で
辛
み
が
少
な

 

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
（
学
名
：C

a
m

p
sis 

g
ra

n
d
iflo

ra

）
は
、
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ

科
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
属
で
、
中
国
原
産

の
落
葉
性
つ
る
性
植
物
で
す
。
常
緑
低

木
。
蔓
を
樹
木
や
壁
に
這
わ
せ
て
生
長

し
７
～
８
月
に
橙
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
と
て
も
華
や
か
で
樹
勢
が
強
く
丈

夫
な
花
木
で
す
。
日
本
へ
は
平
安
時
代

に
渡
来
し
、
渡
っ
て
き
た
当
時
の
古
名

は
「
ノ
セ
ウ
」
や
「
ノ
ウ
セ
ウ
」
と
呼

ば
れ
、
の
ち
に
訛
り
「
ノ
ウ
ゼ
ン
」
と

な
り
ま
し
た
。 

 

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
は
、
日
当
た
り
の
よ

い
場
所
で
栽
培
し
ま
す
。
日
陰
で
は
、

花
が
咲
き
に
く
く
、
蕾
が
で
き
て
も
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。
土
質
は
特
に
選
び

ま
せ
ん
が
、
粘
土
質
な
ど
極
端
に
水
は

け
の
悪
い
場
所
は
避
け
ま
す
。 

 

植
え
つ
け
は
３
月
中
旬
か
ら
４
月
中
旬

に
行
い
ま
す
。
植
え
穴
に
、
掘
り
上
げ

た
土
の
１
/
３
程
度
の
堆
肥
や
腐
葉
土

を
混
合
し
ま
す
。
つ
る
植
物
な
の
で
、

這
い
登
る
た
め
の
し
っ
か
り
し
た
支
柱

や
樹
木
、
棚
、
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
近
く

に
植
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

つ
る
は
東
や
南
の
明
る
い
方
向
に
伸
び

て
い
く
の
で
、
伸
び
る
方
向
を
考
え

い
品
種
群
の
総
称
で
す
。
熱
帯
で
は
多
年

草
で
す
が
、
日
本
で
は
一
年
草
で
す
。
一

般
的
に
、
辛
味
が
あ
り
香
辛
料
と
し
て
使

わ
れ
る
小
果
種
を
ト
ウ
ガ
ラ
シ
（
辛
味

種
）
、
甘
味
が
あ
り
果
肉
が
薄
い
中
果
種

を
ピ
ー
マ
ン
、
果
肉
が
厚
い
大
果
種
を
パ

プ
リ
カ
、
辛
味
の
な
い
小
果
種
を
シ
シ
ト

ウ
ガ
ラ
シ
と
し
て
区
別
さ
れ
ま
す
が
、
植

物
分
類
上
は
シ
シ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
ピ
ー
マ

ン
、
パ
プ
リ
カ
は
同
じ
種
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
シ
シ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
代
表
的
な
品
種

に
「
獅

子

唐
」
や
「
甘

長

と

う

が

ら

し
」
、
京
都
の
伝
統
野
菜
に
な
っ
て
い
る

「
万
願
寺
と
う
が
ら
し
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。 

 

私
た
ち
が
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購
入
す
る

シ
シ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
普
通
あ
ま
り
辛
く
な

い
で
す
が
、
な
か
に
は
唐
辛
子
の
よ
う
に

辛
味
が
強
い
も
の
が
ま
ぎ
れ
て
い
た
り
し

ま
す
。
乾
燥
な
ど
強
い
ス
ト
レ
ス
下
で
生

育
す
る
と
辛
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

シ
シ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
旬
は
夏
で
す
。
今

年
、
大
学
の
畑
ほ
場
で
も
栽
培
し
て
い
ま

す
。
分
枝
を
誘
引
す
る
手
間
が
あ
り
ま
す

が
、
病
害
虫
に
強
く
比
較
的
簡
単
に
栽
培

で
き
ま
す
。
夏
の
食
卓
を
彩
る
野
菜
の
一

つ
に
シ
シ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
（
文
責
：
熊
﨑
忠
） 

 

季
節
の
花 

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ 

ノウゼンカズラの花 

て
、
植
え
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
こ
の
花
は
、
挿
し
木
で
簡
単
に
ふ
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
葉
を
２
～
３
枚
つ

け
た
気
根
が
出
て
い
る
枝
を
切
っ
て
さ
せ

ば
、
簡
単
に
発
根
し
ま
す
。
あ
る
程
度
の

高
さ
に
育
つ
ま
で
は
、
幹
の
途
中
か
ら
出

る
枝
を
剪
定
し
、
つ
る
を
数
本
ま
と
め
て

誘
引
し
ま
す
。
そ
の
後
、
お
う
盛
に
つ
る

を
伸
ば
す
の
で
、
伸
び
す
ぎ
た
枝
は
剪
定

し
ま
し
ょ
う
。
剪
定
の
時
期
は
２
月
下
旬

か
ら
３
月
で
す
。 

 

植
え
つ
け
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
土
が

乾
い
た
ら
水
を
与
え
ま
す
が
、
そ
の
後
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
鉢
植
え
で
は
、
土
の

表
面
が
乾
い
た
ら
水
や
り
し
ま
す
。
庭
植

え
、
鉢
植
え
と
も
に
、
寒
肥
を
２
月
、
さ

ら
に
、
４
月
か
ら
５
月
に
緩
効
性
化
成
肥

料
や
油
か
す
を
施
し
ま
す
。 

（
文
責
：
山
内
高
弘
）  

 

先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
は
、
６
月

17

日
（
金
）
、

18

日

（
土
）
に
豊
橋
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
「
も
の
づ
く
り
博
２
０
２
２
in
東

三
河
」
（
主
催
：
東
三
河
広
域
経
済
連
合

会
）
に
出
展
し
、
多
く
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
展
示
会
は
、
次
世
代

の
若
者
た
ち
に
向
け
て
、
東
三
河
の
「
も

の
づ
く
り
」
を
伝
え
る
た
め
、
小
中
高
生

に
向
け
た
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
も
数
多
く
展

開
し
、
東
三
河
の
専
門
高
校
や
理
工
系
大

学
の
も
の
づ
く
り
も
紹
介
す
る
も
の
で

す
。
「
先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
IT
農
業
コ
ア
で
行
っ
て
い
る
人

材
育
成
事
業
」
～
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
で
、

ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
～
を
テ
ー
マ

に
、
人
材
育
成
事
業
の
紹
介
、
人
材
育
成

講
座
の
修
了
生
の
方
達
が
開
発
し
た
農
産

加
工
品
（
６
次
産
業
化
商
品
）
を
展
示
し

ま
し
た
。
特
に
、
修
了
生
ら
の
農
産
加
工

品
に
注
目
が
集
ま
り
、
人
材
育
成
講
座
の

ア
ピ
ー
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。 

（
文
責
：
山
内
高
弘
）  

も
の
づ
く
り
博 

 
 

 
 

 
   

２
０
２
２
in
東
三
河  

ものづくり博での展示風景 

旬
の
食
べ
物 

シ
シ
ト
ウ
ガ
ラ
シ 

 
 
 

 
 

 

（ト
ウ
ガ
ラ
シ
甘
味
種
）  

発
が
可
能
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
本
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
自
治
体
や
多

く
の
団
体
・
法
人
の
皆
様
に
ご
支
援
頂
い

て
お
り
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
深
い
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
上
述
い
た

し
ま
し
た
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
地
域
の

発
展
に
貢
献
し
、
さ
ら
に
は
、
わ
が
国
全

体
の
農
業
の
先
進
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。  

シシトウガラシ 


